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　銀行の究極の使命は、リスクを
引き受けることにあると考えます。
しかしながら、お客さまの貴重な
ご預金を原資としている以上、無
防備にリスクを引き受けることは
できません。「合理的な考え方」に
よる備えが求められます。�
　大切なことは、①リスクの所在
と大小をしっかりと把握したうえで、
②リスクに対応した金利を賦課し、
③リスクが銀行の体力に比べ、一
定の範囲に収まるよう全体をコン
トロールしていかなければなりま
せん。�
　私は、頭取に就任（平成9年）
以来、行内でこうした認識を共有し、
「勘や経験」だけに頼らない、「合
理的な考え方」を確立し、「自分の
城は自分で守る」という「自己責
任原則に基づく銀行経営の近代化」

に全力を注いでまいりました。�
　具体的には、先駆的に取り組ん
でまいりました当行独自の「企業
格付制度」や「プライシング制度
（リスクに見合った金利の適用）」

の確立、さらに、業務の高度化、
迅速化を強力にサポートするうえ
での「IT戦略」、すなわち、さま
ざまなシステム・インフラの構築

です。こうした過去10余年に亘る
積み重ね（P8～9ご参照）が、実
を結び、平成19年3月期からスタ
ートしました新しい自己資本比率
規制「バーゼルII」において、よ
り高度なリスク管理基準となる「基
礎的内部格付手法」（通称「FIRB」）

の採用が地方銀行64行中、当行を
含めた5行に承認されました。�
　これは、当行が自己責任原則を
踏まえた高度なリスク管理のもとで、
銀行業の本質ともいうべき「積極
的なリスクテイク」ができる新し

いステージに立ったことを意味し
ます。この喜びと誇りを全役職員
が分かち合い、地域の皆さまのご
理解を求めて、「共存共栄」の追求
に努めてまいります。�

　平成19年秋には、いよいよ「郵
政の民営化」や生損保商品の銀行
窓口販売の全面解禁が予定される
など、金融機関競争は一段と厳し
さを増しています。�
　こうした中で、競争に勝ち残る
ためには、「自己責任経営」はもち
ろんのこと、地域の皆さまから一
層信頼を得るための「独自経営」
をさらに積極的に展開していかな
ければならないと考えます。�
　すなわち、前次長期経営計画（平
成16年4月～平成19年3月）で当行
が掲げた「3つのブランド戦略」
の充実と実践に魂を打ち込んでま
いります。�
　第1は「知恵と親切」を提供す
るしがぎん。FP（フィナンシャル・
プランナー）の資格を活用した「課
題解決（ソリューション）」型の営
業展開で、金融資産運用や相続対
策などを提案する「個人FP」活動
をはじめ、ニュービジネス支援、
事業承継対策、M&A（企業の合
併・買収）、医療コンサルティン
グなどを提案する「法人FP」活動
など、お客さまへの課題解決メニ
ューを一層充実させ、積極的に展
開してまいります。�

ＦＩＲＢを活用し、�
自己責任経営を貫徹�

3つのブランド戦略で�
独自経営を貫徹�
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　当行は平成19年4月、新世紀第3
次長期経営計画のスタートに併せ、
新しい経営理念と位置付けた「CSR
憲章」（P1ご参照）と「滋賀銀行
の行動規範」を制定しました。�
　企業は今、永続的（サステナブ
ル）な発展を遂げるため「CSR経
営」が求められています。古今東西、
俗に言う「エクセレントカンパニ
ー」（優秀な企業）には、①明快
な「社是」と②「経営理念」のも
とに、それを③具体的な形で落と
し込んだ「行動規範」の３点セッ
トが全役職員に共有され、実践さ
れているという共通点があります。�

　当行には、昭和41年に策定され
た「行是」があります。「自分にきび
しく　人には親切　社会につくす」。
伝統ある近江商人の商人道徳であ
る「三方よし（売り手よし、買い
手よし、世間よし）」の精神を受
け継いだ、簡潔にして含蓄のある
言葉であり、この精神こそ滋賀銀
行が永久に堅持すべき哲学と考え
ています。この「行是」をCSR経
営の原点とし、①「地域社会」、
②「役職員」、③「地球環境」と

の「共存共栄」を多面的に追求し
てまいります。�

「ＣＳＲ憲章」を貫徹�

　第2は「アジア」に強いしがぎん。
当行の海外拠点（香港支店と上海
駐在員事務所）を活用し、お客さ
まのアジアビジネスの展開を多面
的にサポートするとともに、中国
ミッション（視察団）や現地での
ビジネス商談会の開催など、民間
の経済交流の場の提供を通じ、世
界平和に貢献してまいりたいと思
います。�
　第3は「環境経営」を主軸とし
た「CSR（企業の社会的責任）」の

しがぎん。日本最大の湖・琵琶湖
の畔に本拠を置く企業の社会的使
命として、前次長期経営計画では
初めて、CSRの挑戦指標の１つと
して「地球温暖化ガス（CO2）排
出量の6％削減」を明確に掲げ、
最終9.94％の削減を達成しました。
引き続き今次長期経営計画でもさ
らなる削減目標（平成18年度比6
％削減）に取り組むとともに、こ
れまで展開してまいりました環境
対応型商品・サービスの開発、提
供に一層磨きをかけ、地域の皆さ
んと気合を揃えて具体的な行動を
展開していくことが最大の社会的
責任であると考えます。�
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　当行は、平成10年の「自己革新」
以来、毎年、しがぎんグループ全
員の気合を揃えるキーワードを定
めて、前向きな営業推進に取り組
んでまいりました。10年目の節目
となります今年は、昨年の「進化」
をさらに発展させ「貫徹」としま
した。3つの「貫徹」に気合を揃
えて全力を注いでまいります。�
　第1は、「目標の貫徹」。個々人
の自己実現の目標を貫徹し、4月
からスタートした新世紀第3次長
期経営計画目標の必達です。�
　第2は、銀行経営の近代化に向け、
これまで積み上げてきた「初志の
貫徹」。「FIRB」という高度なリ
スク管理ツールで自己責任経営を
貫徹するとともに、平成20年1月
からスタート予定の次期基幹系シ
ステムを導入し、当行独自のIT戦
略を貫徹することです。�
　第3は、「共存共栄」理念の貫徹。
当行が営業の基盤とする地域が健
全であるためには、私ども滋賀銀
行自身が健全でなければなりません。
そのためには、当行が時代の求め
る新しい考え方や価値観を提言し、
「考動」を具体的に展開すること
により地域との「共存共栄」を図
ってまいりたいと思います。�

今年のキーワードは「貫徹」�

『
Ｃ
Ｓ
Ｒ
経
営
の
原
点
』　滋
賀
銀
行
頭
取

　
田
紘
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偽
造
、粉
飾
、捏
造
、談
合
。
相
も
変
わ
ら
ず
企
業
ス
キ
ャ

ン
ダ
ル
が
続
発
し
て
い
る
。か
の
グ
リ
ー
ン
ス
パ
ン
前
米
連
邦

準
備
制
度
理
事
会（
F
R
B
）議
長
が
5
年
前
に
嘆
い
た
「
感

染
す
る
貪
欲（Infectious greed

）」
が
短
期
の
収
益
偏
重

に
走
る
経
営
者
を
蝕
ん
で
い
る
。し
か
も
残
念
な
こ
と
は
、不

祥
事
が
起
こ
る
度
に
、「
官
」
か
ら
「
民
」へ
の
政
策
転
換
が
間

違
っ
て
い
る
と
か
、規
制
を
強
化
す
べ
き
で
あ
る
と
い
っ
た
短

絡
的
発
想
が
勢
い
を
増
す
こ
と
だ
。よ
り
大
事
な
こ
と
は
、「
そ

も
そ
も
会
社
は
何
の
た
め
に
存
在
す
る
の
か
」
と
い
う
極
め

て
素
朴
な
原
点
に
立
ち
返
る
こ
と
で
は
な
い
か
。�

　
お
よ
そ
経
済
と
は
、確
固
た
る
倫
理
観
が
あ
っ
て
こ
そ
成

立
す
る
と
い
う
考
え
方
は
古
今
東
西
に
共
通
し
て
い
る
こ
と

を
想
起
し
た
い
。マ
ッ
ク
ス
・
ウ
ェ
ー
バ
ー
が
1
0
0
年
前
に
著

し
た
「
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
テ
ィ
ズ
ム
の
倫
理
と
資
本
主
義
の
精
神
」

は
今
風
の
グ
ロ
ー
バ
リ
ズ
ム
の
あ
り
方
に
警
鐘
を
発
し
て
い
る
。

わ
が
国
で
は
、今
か
ら
遡
る
こ
と
4
0
0
年
以
上
も
前
に
、近

江
商
人
は
、「
売
り
手
よ
し
、買
い
手
よ
し
、世
間
よ
し
」
と
い

う
「
三
方
よ
し
」
の
商
人
道
徳
を
確
立
し
て
い
る
。
日
本
資
本

主
義
の
父
と
い
わ
れ
る
渋
沢
栄
一
氏
は
、官
か
ら
民
に
転
じ
て

幾
多
の
事
業
を
興
し
、「
富
を
成
す
根
源
は
仁
義
と
道
徳
で

あ
る
」
こ
と
を
実
践
し
、「
士
魂
商
才
」
の
気
概
を
発
揮
し
た

（
同
氏
著
「
論
語
と
算
盤
」
）。�

　
俗
に
言
う
「
エ
ク
セ
レ
ン
ト
・
カ
ン
パ
ニ
ー
」
に
は
共
通
し
た

特
色
が
あ
る
こ
と
を
あ
ら
た
め
て
痛
感
す
る
。
創
業
以
来
の

経
営
哲
学
が
確
立
し
て
い
る
上
に
立
脚
し
て
、時
代
の
変
化

と
と
も
に
、「
経
営
理
念
」
と
「
社
員
の
行
動
規
範
」
が
見
直

さ
れ
、徹
底
さ
れ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。�

　
当
行
に
は
、「
自
分
に
き
び
し
く
、人
に
は
親
切
、社
会
に

つ
く
す
」
と
い
う
不
滅
の
「
行
是
」（
社
訓
）が
あ
る
。
今
般
、

「
バ
ー
ゼ
ル
II
」
の
「
Ｆ
Ｉ
Ｒ
Ｂ
」（
基
礎
的
内
部
格
付
手
法
）

に
合
格
し
、新
世
紀
第
3
次
長
期
経
営
計
画
を
ス
タ
ー
ト
さ

せ
た
機
会
を
と
ら
え
、新
た
に
「
Ｃ
Ｓ
Ｒ
憲
章
」
と
「
滋
賀
銀

行
の
行
動
規
範
」
を
制
定
し
た
。
要
は
、Ｃ
Ｓ
Ｒ（
企
業
の
社

会
的
責
任
）を
「
貫
徹
」
す
る
た
め
、ト
リ
プ
ル
・
ボ
ト
ム
ラ
イ

ン
で
あ
る（
１
）地
域
社
会
、（
２
）役
職
員
、（
３
）地
球
環
境

と
の
「
共
存
共
栄
」
を
多
面
的
に
追
求
す
る
決
意
を
新
た
に

し
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。�

　「
地
方
銀
行
の
時
代
が
来
た
」
と
の
信
念
を
「
考
動
」
で
示

し
、近
江
商
人
の
Ｄ
Ｎ
Ａ
に
磨
き
を
か
け
た
い
と
考
え
て
い
る
。�

（
時
事
通
信
社
「
金
融
財
政
」
６
月
２８
日
号
よ
り
）�
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